昭和 十五 年度の 文学 様相 

I 現代 文学の 多難 性 —— 

宫本 百合 子 



今年の 文学と いう ことにつ いて 大略の 印象 を まとめ 

ようとす ると、 一 つの 特徴 的な 様相が そこに 浮んで 来 

るよう に 思う。 

それ は 作品と 作家との 間に 生じた 問題と も 云える 種 

類の ものである。 私たちが 偏らない 心で 今年の 文学 を 

思い かえした とき 法外. 格外の 傑作、 問題 作、 前進 的 

作品と いう もの は 作品 活動 一 般 について なかった と 判 

断す るに かかわらず、 作家た ちの 動き は 特に 今年の 後 

半に 到って 夥しく、 両者の 間の 動きの 形 は、 作品が そ 

の 自然の 重さで 水平動して いると ころへ 作家の 動き は 

上下動 的であって、 作品と 作家との 動きの 間に 見の が 



す ことの 出来ない 一 つの 開き、 角度が 現れて 来て いる 

こと だと 思う。 そして この 一 一 つ の 動きの 間に 計らず も 

現出して いる 開き 或は 角度が 来年の 文学の 成長に とつ 

て 案外 深い 連関 を もつ 性質 を ふくんで いるので はない 

かと 考えられる。 

現代 文学の これまでの 動きの 様々 の 時期 を かえりみ 

ると、 それ 等の 文学的 ェポ— クに は、 それぞれに 動い 

た 作家が、 自身の 動きの 激し さと 性格と を 作品に 出し 

て 先ず そこで 動きが おのずから 表明され て 来て いた。 

ネオ. ロマンティシズム という 名 は、 谷 崎 潤 一郎の 「剌 

青」 という 作品に 絡めて 以外に 私たちに 与えられ てい 
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